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心理的健康に対する

ポジティブイリュージョンとセルフモニタリングの効果
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Effect of positive illusion, self-monitoring, 
and self-affirmation on psychological health

Shunichi ISHIHARA

＊ いしはら　しゅんいち　文教大学人間科学部心理学科

The purpose of the present research was to examine the effect of positive illusion, self-monitoring, 
and self-affirmation on the psychological stress responses of contemporary university students. Two 
hundred and two university students (82 males, 120 females) completed questionnaires based on a 
positive illusion scale, revised self-monitoring scale, self-affirmation scale, and stress response scale 
(SRS)-18.
Path analysis of positive illusion, self-monitoring, self-affirmation, and SRS-18 was performed. The 
results of path analysis showed that self-monitoring was positively correlated with positive illusion, 
positive illusion was positively correlated with self-affirmation, and self-affirmation was negatively 
correlated with SRS-18.
These results suggest the following: (1) self-monitoring tendencies improve positive illusion tendencies, 
(2) positive illusion tendencies improve self-affirmation tendencies, and (3) self-affirmation tendencies 
improve psychological health. Thus, positive illusion tendencies do not influence psychological health 
directly. When self-monitoring increases positive illusion as a preceding variable and self-affirmation 
increases as an intervening variable, positive illusion has a positive effect on psychological health.
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【目　的】

従来，自己や現実について出来るだけ正確に認
知することが心理的健康を維持するために重要で
あると考えられてきた．しかしながら，主に社
会的認知に関する研究において推論・意思決定・
判断などは，事前の期待や自己奉仕的な(self-
serving)解釈によって歪められる傾向にあること
が明らかになってきた．近年では，自分にとって

都合の良いように歪められた認知の方がむしろ一
般的であり，それが心理的健康や適応に関係して
いる健康観も示されている．また，自尊感情に関
する研究においても，自尊感情の高い人は適応的
であり，自分の都合の良い方向に現実認識を歪め
ることで現実とうまく交渉できることが報告され
ている(上出・大坊,2004)．

以上の研究の中で，ポジティブイリュージョ
ン(positive illusion)の概念が注目され，様々な研
究が欧米において行われている．ポジティブイ
リュージョンとは，自己高揚的動機に基づく認知
バイアスのことであり，実際に存在するもの・こ
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とを，自分に都合よく解釈したり想像したりする
心理的イメージや概念と定義されている(Taylor 
& Brown, 1988;1992)．この傾向は，単なる一時
的なエラーやバイアスではなく，普遍的・持続的・
体系的な傾向であることから，“illusion(幻想)”と
名づけられている．

ポジティブイリュージョンは3つの領域に分
け ら れ る(Taylor & Brown,1988;1992)． 第1は，
自分自身をポジティブに捉えることである(Self-
aggrandizement：自己高揚)．すなわち，一般的に
ネガティブな特性よりもポジティブな特性を自分
の特徴として判断することである(Alicke,1985)．
また，自分自身を平均的な水準よりも優れてい
るとみなし(Brown, 1986)，自分自身に対して他
者よりも良い評価を与えることである(Lewinson, 
Mischel, Chaplin, & Barton, 1980)．以上のよう
に，ほとんどの対象者が自分自身を平均的な水準
よりも優れていると捉えることや他者よりも優れ
ていると評価することは，論理的に不可能であ
る．ゆえに，この評価が主に“illusion(幻想)”にな
ると考えられている．第2は，自己の環境をコン
トロールする能力を過大に評価することである
(Exaggerated perception of control：統制力)．こ
れは，自分自身が環境に対して，実際よりも過大
にコントロールできると捉えることである．た
とえば，実際は偶然によって成否が決まるよう
な状況でさえも，まるで自分自身が成否をコン
トロールできるかのように評価することが報告
されている(Langer, 1975)．第3は，自分に関す
る未来を楽観的に考えることである(Unrealistic 
optimism：個人的楽観主義)．たとえば，自分自
身の未来にポジティブな出来事が起こる可能性を
他者の未来よりも高く見積もり，ネガティブな出
来事が起こる可能性を低く見積もることである
(Weinstein, 1980)．

以上のような3つのポジティブイリュージョン
が，心理的健康に結びついており，心理的に健康
な者は，実際以上に自己を優れていると考え，自
己の統制力を強く信じ，自分の未来を明るく描
く傾向にあると考えられている．実際に，低い
自尊感情や高い抑うつ傾向は，むしろ現実的バ
ランスの取れた認知により生じており（Alloy & 

Abramson,1979)，ポジティブイリュージョンが，
健常者に生じる一般的な傾向であることを報告し
ている(Taylor & Brown,1988)．

このように，欧米においてはポジティブイ
リュージョンについての理論化や研究が多数なさ
れているが，我が国ではほとんど検討されておら
ず，さらに，心理的健康との関連性を検討した研
究は全く認められない．その背景には，日本人の
心理的健康は，欧米文化のそれとは異なった観点
から把握される必要性，すなわち，我が国では自
己高揚的な認知は，心理的健康には貢献しない
という前提があるためと考えられる(外山・桜井，
2000)．Kitayama & Marks(1994)は， 日 本 人 に
おいては，自分を他者よりも優れていると考える
自己高揚的な認知は，主観的幸福感とは関係がな
く，自己を平均的だとみなす控えめな認知が，人
間関係を良好に保つ役割を担っている可能性を指
摘している．遠藤(1995)は，相互浸透的で状況
依存的な自己を特徴とする日本人においては，個
人のより多くのポジティブな特性により心理的健
康は規定されず，むしろ他者や周囲の世界との良
好な関係の中で心理的健康が生じることを指摘し
ている．さらに，Seligman(1991)は，楽観主義
者と身体的・心理的健康との関連を検討し，楽観
主義者は健康的な人生を送っていると言及した
が，楽観主義的な帰属の効用が日本人にそのまま
適用できるとは言えないと指摘している．以上の
知見は，日本人は，自己卑下したり，謙遜する傾
向にあり，欧米とは異なる文化を有しているため，
日本人におけるポジティブイリュージョンの有用
性の限界について言及するものである．

しかしながら，水野・西本・井上(2006)は，
自己肯定感を測定することにより謙遜している傾
向を把握できるとして，自己肯定感尺度による研
究を行い，日本人におけるポジティブイリュー
ジョンの健康への有用性を示唆している．さら
に，田中(2005)は自己肯定感について，抑うつ
傾向に負の関連性が存在し，自己肯定感が心理的
健康の程度を予測する重要な指標であると述べて
いる．すなわち，自己肯定感の高い傾向は，自己
に対する存在価値を上昇させ，その結果，抑うつ
などの心理的ストレス反応が低減すると考えられ
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る．また，Horney(1945)やRogers(1951)も，自
己に対する存在価値の低下が，心理的不適応状態
を促進すると指摘している．

さらに，Kitayama & Marks(1994)や遠藤(1995)
の指摘から，自己を平均的とみなし，他者や周
囲との良好な関係を築けること，すなわち社交
的であることが心理的健康に寄与する可能性
があると考えられる．以上の指摘は，Taylor & 
Brown(1988)によって定義されたポジティブイ
リュージョンの3領域のうち，自己の環境をコン
トロールする能力を過大に評価する“統制力”と，
自分に関する未来を楽観的に考える“個人的楽観
主義”に関連すると考えられる．これらの傾向は，
自己の統制範囲を超え，根拠がない過大評価につ
ながるが，その一方で，自分自身をポジティブに
捉える“自己高揚”において，その下位概念の1つ
である“社交性”は，努力が可能であるため，根拠
のある自己評価である可能性が考えられる．この
ことから，日本人においても，対人場面におい
て，その場に応じた適切な自己表出や自己呈示を
行うことが心理的健康につながり，ポジティブイ
リュージョンを高める役割を果たす可能性が示唆
される．

そこで，対人場面において他者の行動や状況を
観察し，自己表出行動や自己呈示(意図的な印象
操作)がその場において適切かどうかを考慮して
自分の行動を統制する傾向をセルフモニタリング
という(Snyder,1974)．セルフモニタリング傾向
には顕著な個人差があり，周囲の状況にあわせて
その場に適切と考えられる自己表出行動を行おう
とする側面と，表面的な自己と本来の自己との
間に常に一貫性を保とうとし，その場において
自分らしくあることを重視し，自己表出行動を
行おうとする側面が存在すると指摘されている
(Snyder,1974)．

Briggs, Cheek & Buss(1980) や Gabrenya & 
Arkin(1980)は，セルフモニタリング尺度の因子
分析を行い，“外向性”，“演技性”，“他者志向性”
の3つの因子を抽出したが，岩淵・田中(1982)や
水野・橋本(1990)によって下位尺度の検討がな
されており，構成概念の整理と尺度項目の改良の
必要性が指摘されている．その後，石原・水野

(1992)では，“他者の表出行動への感受性”，“自
己呈示の修正能力”の2因子からなる改訂セルフモ
ニタリング尺度を作成し，セルフモニタリングと
Maudsley Personality Inventory (MPI)，矢田部－
ギルフォード性格検査(YG)の2つの性格検査との
関連について検討した．その結果，MPIの外向性，
YGの活動性，衝動性および主導性の間に正の相
関が見られた．この結果から，セルフモニタリン
グは，社会的に望ましい傾向であることを指摘し
ている．社会的に望ましい行動をとれるというこ
とは，社交性の向上につながるため，セルフモニ
タリング傾向の高い者は，ポジティブイリュー
ジョンが高いという可能性が示唆される．

セルフモニタリング傾向とポジティブイリュー
ジョンの関連性についての先行研究は行われてい
ないが，両者が関連する可能性が十分考えられ
る．すなわち，セルフモニタリング傾向の本質的
プロセスとして，セルフモニタリング傾向の高い
者は，周囲の状況の特性に基づいて自己を概念
化する傾向があり(Sampson,1978)，自己の行動
原因を状況要因に帰属し(Snyder & Tanke,1976)，
他者との関わりに基づいて自己概念を形成する傾
向がある．そのため，セルフモニタリング傾向が
高い者は，さまざまな状況に適応するような融通
性の高い自己概念をもっていることになる．ま
た，セルフモニタリング傾向の高い者は，直面す
る他者や環境に応じて，その状況で要求される理
想的人間のプロトタイプ(あるいは，一般化され
た理想的イメージの典型例)を見極めようとする
(Snyder,1979)．以上のように，要求される理想
的人間のプロトタイプを見極め，その状況の特性
に基づいて自己を概念化するにあたり，周囲のも
の・ことを自分に都合よく解釈したり想像したり
することは，セルフモニタリング傾向にポジティ
ブイリュージョンが関連性を持つ可能性が考えら
れる．

そこで，本研究ではポジティブイリュージョン
が直接心理的健康に影響を及ぼしているのではな
く，セルフモニタリング傾向が，ポジティブイ
リュージョンを向上させ，その結果，自己肯定感
を媒介要因として心理的健康にポジティブな効果
があると考えられる．以上の仮説を検証すること
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を目的とした．

【方　法】

調査協力者：関東地方のA大学学生男性82名(平
均 年 齢=20.39歳，SD=1.14)， 女 性120名(平 均
年 齢=20.17歳，SD=1.00)， 計202名(平 均 年 齢
=20.26歳，SD=1.06)を対象とし，質問紙を実施
した．
質問紙：ポジティブイリュージョン尺度　水
野・西本・井上(2006)の使用したポジティブイ
リュージョンに関する質問紙を使用した．本尺度
はTaylor & Brown(1988)のポジティブイリュー
ジョンの定義に従い，“自己高揚”，“楽観主義”，“統
制力”の3つの領域から構成されている．“自己高
揚”に関しては社交性，知的能力，調和性，誠実
性，身体的望ましさの5つの下位概念，各々5項
目の計25項目で構成されている．“個人的楽観主
義”については，ポジティブイベント6項目，ネガ
ティブイベント6項目の計12項目から構成されて
いる．“統制力”については個人的楽観主義の各々
のイベント質問項目に対する統制可能性につい
て，12項目によって構成されている．本研究では，
上記の領域の中から，水野他(2006)の研究の因
子分析によって選出された“自己高揚”，“統制力”
の2つの領域の質問項目，計29項目を使用した．
得点が高いほどポジティブイリュージョン傾向が
高いとし， “全くそう思わない”から“非常にそう思
う”の5段階評定で実施した．
自己肯定感尺度　水野他(2006)による自己肯

定感尺度を使用した．本尺度は,平石(1990)が作
成した自己肯定意識尺度の対自己領域から11項
目を選定し，また，Rosenberg(1965)の自尊心尺
度から選定した7項目を合わせて18項目からなる
尺度であるが，本研究では水野他(2006)の研究
の因子分析で選出された15項目を使用した．得
点が高いほど自己肯定感が高いとし， “全くそう
思わない”から“非常にそう思う”の5段階評定で実
施した．
セルフモニタリング尺度　石原・水野(1992)

が作成した改訂セルフモニタリング尺度を使用し
た．改訂セルフモニタリング尺度は，“他者行動

への感受性”，“自己行動の修正能力”の2因子13項
目から構成されている．得点が高いほどセルフモ
ニタリング傾向が高いとし， “全くそう思わない”
から“非常にそう思う”の5段階評定で実施した．
Stress Response Scale（SRS）-18　 鈴 木･

嶋 田･三 浦･片 柳･右 馬 埜･坂 野(1997)のStress 
Response Scale-18（以下SRS-18）を使用した．
SRS-18は，従来の代表的なストレス反応尺度が，
①項目数や下位尺度が多く複雑である，②健常者
が日常で経験することの少ない項目が含まれてい
る，③広い年齢層に共通して適用することのでき
る尺度が少ないなど，様々な問題点を抱えている
ことから，幅広い年齢層を対象として，簡便で，
かつ日常多く経験される心理的ストレス反応の測
定が可能な尺度を作成することを目的として開発
された尺度である．抑うつ･不安，不機嫌･怒り，
無気力の3下位尺度からなり，“全くちがう”から
“その通りだ”の4段階評定で実施した．
手続き：調査に対する同意が得られた心理学系科
目の受講者に対し各質問紙を配布して，回答を求
めた．なお，データ収集期間は，2009年10月～
11月であった．

【結　果】

ポジティブイリュージョンに関する質問紙　ポジ
ティブイリュージョン尺度の“自己高揚”に関する
19項目について因子分析(主因子法，プロマック
ス回転)を行ったところ，スクリープロットの減
衰状況と因子の解釈可能性より，3因子が抽出さ
れた．第1因子を“社交性因子”，第2因子を“自信
因子”，第3因子を“優しさ因子”と命名した．また，
クロンバックのα係数は，.76～.86とほぼ満足で
きる内的整合性が認められた．

さらに，“統制力”に関する10項目について因子
分析(主因子法，プロマックス回転)を行ったとこ
ろ，スクリープロットの減衰状況と因子の解釈可
能性より，3因子が抽出された．第1因子を“幸運
因子”，第2因子を“安泰因子”，第3因子を“健康因子”
と命名した．また，クロンバックのα係数は，.62
～.68とほぼ満足できる内的整合性が認められた．
自己肯定感に関する質問紙　自己肯定感尺度の
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15項目について因子分析(主因子法，プロマック
ス回転)を行ったところ，スクリープロットの減
衰状況と因子の解釈可能性より，3因子が抽出さ
れた．第1因子を“自己価値観因子”，第2因子を“向
上心因子”，第3因子を“充実感因子”と命名した．
また，クロンバックのα係数は，.77～.81とほぼ
満足できる内的整合性が認められた．
セルフモニタリングに関する質問紙　セルフモニ
タリング尺度の13項目について因子分析(主因子
法，プロマックス回転)を行ったところ，スクリー
プロットの減衰状況と因子の解釈可能性より，2
因子が抽出された．第1因子に“他者行動への感受
性因子”，第2因子に“自己行動の修正能力因子”が
見出され，石原・水野(1984)と同様な因子が認
められた．また，クロンバックのα係数について
もそれぞれ.76，.80であり，石原・水野(1984)の
結果とほぼ同様であった．
SRS-18　SRS-18の18項目について因子分析(主因
子法，プロマックス回転)を行ったところ，スク
リープロットの減衰状況と因子の解釈可能性よ
り，3因子が抽出された．第1因子に“無気力因子”，
第2因子に“不機嫌・怒り因子”，第3因子に“抑うつ・
不安因子”が見出され，鈴木他(1997)の結果と同
様であった．また，クロンバックのα係数につい
ても.86～.88の値を示し，高い内的整合性が認め
られた．
セルフモニタリング（SM），ポジティブイリュー

ジョン(PI），自己肯定感，およびストレス反応モ

デルの検討

事前に各尺度間の関連性について探索的に重
回帰分析を繰り返した結果，仮説と同様に，セ
ルフモニタリング傾向が高いほどポジティブイ
リュージョンを行っており，その結果，自己肯定
感が高まり，心理的ストレス反応が低下するとい
うモデルが想定されていたため，各尺度の因子分
析で得られた因子得点を合計して，各尺度の得
点を算出し，共分散分析によるパス解析を行っ
た．その結果，SM傾向得点からPI傾向得点への
正のパス，PI傾向得点から自己肯定感傾向得点へ
の正のパス，自己肯定感傾向得点からSRS得点へ
の負のパスが全て有意であり，モデルの適合度は 
CFI=1.00，GFI=.993，AGFI=.978，RMSEA=.000と，

非常に高い適合度を示した（Figure 1）．すなわち，
セルフモニタリング傾向が高いほどポジティブイ
リュージョンを行っており，その結果，自己肯定
感が高まり，心理的ストレス反応を低下させるこ
とが示された．
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Figure 1  セルフモニタリングから心理的ストレス反応へのパス図 
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Figure 1 セルフモニタリングから心理的ストレス反応へのパス図

【考　察】

因子分析によって得られた因子得点を用いてパ
ス解析を行った結果，Figure 1に示したモデルが
得られた．本研究で提唱した仮説を支持するもの
である．すなわち，セルフモニタリング傾向から
ポジティブイリュージョン傾向への正のパス，ポ
ジティブイリュージョン傾向から自己肯定感への
正のパス，自己肯定感から心理的ストレス反応へ
の負のパスはすべて有意であり，セルフモニタリ
ングがポジティブイリュージョンを増加させ，自
己肯定感を強化し，心理的ストレス反応を低減さ
せることが示された．従来の研究において，セル
フモニタリングとポジティブイリュージョンの関
連性について検討されておらず，セルフモニタリ
ングとポジティブイリュージョンの両概念に新た
な知見を与えるものとなるであろう．

ポジティブイリュージョンに関する研究には，
心理的健康との関連に疑問を唱える研究もあり
(e.g.,安田・佐藤，2000 ; Robins & Beer, 2001)，
ポジティブイリュージョンの誇大妄想的傾向が，
必ずしも心理的健康を促進しないとの見地があ
る．本研究の結果から，以下のプロセスが考えら
れる．すなわち，ポジティブイリュージョン傾向
が高いことが単純に心理的健康を向上させるので
はなく，先行条件としてセルフモニタリング傾向
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が存在し，そのセルフモニタリング傾向が，ポジ
ティブイリュージョン傾向を上昇させ，そのポジ
ティブイリュージョン傾向が，媒介要因である自
己肯定感を上昇させる条件において，心理的健康
に有効性を発揮すると考えられる．以上のことは，
心理的ストレス反応と上記以外の構造を仮説した
モデルでパス解析を行ったところ，満足のいく結
果は得られなかったことからも支持される．とく
に，ポジティブイリュージョンが直接心理的健康
に影響を及ぼすのではなく，自己肯定感を介し，
心理的ストレス反応に影響を及ぼすと考えられ
る．これらの結果は，水野他(2006)や金子・石
原(2009)の研究結果と一致している．

さらに，これらのプロセスにおけるメカニズム
として，社会的場面において自己表出行動を適切
にコントロールすることは，自己のコントロール
能力を過大評価することにつながり，周囲の環境
からのストレッサーを脅威的な出来事から挑戦的
で乗り越えられる出来事へと修正して認識するた
め，向上心や充実感が高まる可能性が考えられる． 

本研究における今後の課題として，セルフモニ
タリングが心理的健康に関連するプロセスは一様
でなく，ポジティブイリュージョンに関する研究
では，心理的健康との関連に疑問を唱える研究
も多数存在しているため(e.g.,安田・佐藤，2000 
; Robins & Beer, 2001)，今後，先行要因をセル
フモニタリングだけでなく，他の心理的傾向との
関連性を検討するとともに，ポジティブイリュー
ジョンと心理的健康の媒介要因についても詳細な
検討が必要であろう．
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